注意！

あなたの知らないうちに精細な自宅画像が

ネットで公開されています。
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日本Google社が2008年8月5日よりGoogle Mapの付加機能として始めた、ストリートビューという機能をご存知でしょうか。もし、コンピュータをお持ちでしたら、今すぐGoogle検索サイトにアクセスして、ご自宅の住所を打ち込んで下さい。そして、表示された平面地図の左側上にあるストリートビューをクリックして下さい。すると地図上の道が青くなり、最初に検索した所に黄色い人が出てきます。その人を囲む青い道をクリックすると、なんと！自宅を360度から精細に写した画像が出てきます。画像は拡大できる上、周辺と連続する画像となっています。その街、通りを歩くようなイメージです。

Q：この画像がいつの間に撮影されていたのでしょうか？

A：場所によって違いますが、今年の冬から春にかけてのようです。そして、この撮影は現在も日本中で進行中です。
Q：どのようにして？

A：現在分かっているのは、自動車の屋根の上に1mほどのポールを立て、そこにカメラを設置して撮影しているようです。

Q：周辺の許可を得ているの？

A：いいえ。各世帯、自治体、警察等全く事前の連絡はありません。Google社の考えでは公道から見えるものは風景であり、公開してよいし、それに対する法的制約はないということです。

Q：自宅を公開されるのは困るのだけれど。

A：その場合は削除してもらいたい画面を映してそこから削除依頼を出さねばなりません。削除された部分は現在は黒い状態で消去されます。

Q：インターネットの環境やコンピュータがないのだけれど。

A：Google社の考えは、見てもらうしかない、と。

ストリートビューの問題は、撮影時と編集、公開時に厳密な精査をせずに、多くのプライバシーに関わる画像が公開されたことであり、現在も公開されているということです。多くの画像が自動処理の甘さでぼかしから外れており、家の詳細はもちろんですが、顔や表札、ナンバープレート、高所から撮られた塀越しの庭の中、通学中の学生、児童等々がかなり識別できるまま公開されてしまいました。防犯上も問題がおおいにあると思わざるをえません。その上、公道だけではなく、私道内にも入り、撮影されていることです。その確認を各自にさせようとしています。

現在、大多数の人が知らないうちに、このような個人情報が一方的に公開されています。判断しようにもこんなこと全く知らないという人にどんどん教えてあげましょう！

